
十石舟・三十石船の運航

代表施設：伏見夢百衆

（喫茶・おみやげ処）

構成施設：寺田屋

川のみなとオアシス 水のまち 京都・伏見

令和3年4月30日（全国で148箇所目の登録）

京都府

京都市伏見区役所

「川のみなとオアシス 水のまち 京都・伏見」

運営・まちづくり協議会

（官民連携の運営協議会を令和2年10月30日設立）

参画団体

地元 伏見区市政協力委員連絡協議会、伏見観光協会、伏見酒造組合

伏見桃山がんばる7商店街、洛南保勝会、月桂冠(株)、黄桜(株)

鉄道 京阪ホールディングス(株)、西日本旅客鉄道(株)

行政 京都府（港湾局、都市計画課、京都土木事務所）

京都市（伏見区役所、観光MICE推進室）、京都市観光協会

登 録 名 称 ：

登 録 日 ：

港 湾 管 理 者 ：

設 置 者 ：

運 営 者 ：
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十石舟乗船場

伏見港公園

寺田屋
黄桜記念館

伏見館

伏見夢百衆

月桂冠大倉記念館

十石舟乗船場

辨財天
⾧建寺

京阪電車
中書島駅

:みなとオアシス代表施設
:みなとオアシス構成施設

伏見みなと公園

三栖閘門 三栖閘門資料館

十 石 舟

三 十 石 船

：定員20名、所要時間約50分（往復）

：定員30名、所要時間約40分（往復）

現在は遊覧船として

ＮＰＯ法人伏見観光協会により運航

かつての港町伏見をしのばせる遊覧船「十石舟・三十石船」は多くの観光客を魅了しています。

十石舟

三十石船

構成施設：三栖閘門

構成施設：月桂冠大倉記念館

構成施設：辨財天長建寺

構成施設：黄桜記念館

構成施設：伏見館

「

1594年（文禄3年）

1614年（慶長19年）

1929年（昭和4年）

1968年（昭和43年）

1994年（平成6年）

2021年（令和３年）

豊臣秀吉により伏見港開港

角倉了以により高瀬川運河が完成

三栖閘門完成

伏見港（泊地等）埋立工事完成

▽伏見港公園供用（都市公園）

伏見港港湾環境整備事業完了

▽伏見みなと公園供用

みなとオアシス登録

淀川両岸便覧「京橋」より

豊臣秀吉時代の伏見港

【位置図】

伏見港

京都

兵庫
滋賀

奈良

和歌山

大阪

伏見港の歴史



豊臣秀吉が築き、今

も遊覧船が運航する

全国唯一の川のみな

と「伏見港」を中心

とする新たな賑わい

創出エリアです。

・地域住民の交流や観光の振興を通じた地域の活性化に資する「みなと」を

核としたまちづくりを促進するため、平成15年に制度を設立

・国土交通省港湾局長が住民参加による地域振興の取り組みが継続的に行わ

れる施設を登録するもの

・伏見にゆかりのあるイラストレーター、ながたみどり氏にデザイ

ンしていただいた飾り文字。みなとまち伏見を象徴する川、十石舟、

酒蔵、三栖閘門などで「伏見港」の文字が形作られています。

伏見港の「みなとオアシス」登録を契機とした賑わいづくりを目指し、地域

を盛り上げようと自ら行動される方々の連携を図り、その活動を後押しするた

め、『伏見港パートナー制度』を創設しましたので、皆様のお申込みをお待ち

しています。

伏見港を有する伏見ならではの、歴史・文化資源、日本酒をはじめ、水には

ぐくまれた豊かな食文化など、多様なコンテンツを活用した魅力の創出・発信

を通じて、伏見地域の持続可能な賑わいづくりを行ったり、そうした活動を応

援していただきます。

京都府商工労働観光部・建設交通部 港湾局

ＴＥＬ ０７７３－７５－０１９２（代） ＦＡＸ ０７７３－７５－４３７５

京都市伏見区役所地域力推進室

ＴＥＬ０７５－６１１－１２９５ ＦＡＸ ０７５－６１１－４７１６

 

３月下旬～１２月上旬 十石舟・三十石船の運航 

３月下旬 伏見の清酒 新酒蔵出し「日本酒まつり」 

４月上旬 桃山語り部の道「桜まつり」 

６月、９月 伏見みなと広場 水辺の見学会 

７月 伏見の７商店街「夏の夜市」、弁天祭 

８月上旬 伏見万灯流し 

１０月 伏見港まつり 

１１月 龍馬祭 

通年 城南宮神苑の拝観 

伏見観光協会のＨＰに申込みフォームがありますので、

必要事項を記入のうえ、申込みいただけます。登録無料

お申込みはこちらから⇒


